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ラテ ンア メ リカ文 学 に お け る

シ ュル レア リス ム の 形 象 化 を め ぐ っ て(1)

井 尻 直 志

0.は じめ に

　 本 論 文 の 目論 見 は 、 キ ューバ の作 家 ア レ ッホ ・カル ペ ン テ ィエ ル(1904-1980)の 『失 わ れ

た 足 跡 』(1953)と ア ル ゼ ンチ ンの作 家 ブ リオ ・コル タサ ル(1914-1984)の 『石 蹴 り遊 び 』

(1963)を ラ テ ン ア メ リカ文 学 に お け る シ ュル レア リス ム の二 つ の受 容 類 型 の範 例 的 作 品 と し

て 取 り上 げ 、 そ れ ぞ れ の小 説 の作 中 人 物 に シ ュル レア リス ムが ど の よ うな形 で 形 象 化 され て い

る のか を検 討 した 上 で 、 両 作 品 の形 象 化 の異 同 に つ い て考 察 す る こ とで あ る 。 本 論 文 は 、 「前

提 」、 「カル ペ ン テ ィエ ル の場 合 」、 「コル タサ ル の場 合 」、 「結 論 」 の4節 で 構 成 され て い るが 、

掲 載 誌 の紙 幅 の 都 合 で(1)と(2)の 二 部 仕 立 て と し、 「前 提 」 と 「カル ペ ンテ ィエ ル の場

合 」 は(1)で 、 「コル タ サ ル の場 合 」 と 「結 論 」 は(2)で 扱 う こ と とす る。

1.前 提

　 シ ュル レア リス ムが ラ テ ン ア メ リカ の作 家 に 及 ぼ した 影 響 は 極 め て 大 き く、 これ まで 多 くの

論 文 や 研 究 書 が そ の影 響 を 指 摘 し論 じて きた 。 オ クタ ビオ ・パ ス、 ミゲル ・ア ンヘ ル ・ア ス ト

ゥ リア ス、 ア レ ッホ ・カル ペ ン テ ィエ ル とい った 、 シ ュル レア リス ム の運 動 と直 接 関 わ った 作

家 のみ な らず 、 マ リア ・ル イ サ ・ボ ンバ ル 、 フ ア ン ・ル ル フ ォ、 ホ セ ・ ドノ ソ、 ブ リオ ・コル

タサ ル 、 ガ ブ リエ ル ・ガル シ ア=マ ル ケ ス、 カル ロス ・フエ ン テ ス、 マ リオ ・バ ル ガ ス=リ ョ

サ な ど、 枚 挙 に 逞 が ない ほ ど多 くの ラ テ ン ア メ リカ の作 家 た ち の作 品 に シ ュル レア リス ム の技

法 上 の特 徴 を 見 い 出す こ とが で き る ので あ り、 そ れ ほ どに ラ テ ン ア メ リカ の現 代 文 学 に シ ュル

レア リス ムが 与 え た 影 響 は 大 きい1)。

　 た だ 、 シ ュル レア リス ムが ラ テ ン ア メ リカ文 学 に 与 え た 影 響 に 言 及 す る場 合 、 明確 に して お
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かなければならないことがある。一つは、文学上の影響関係についてである。とい うのも、い

かなる作家の作品であれ先行する作家の作品になんらかの影響を受けていないはずはなく、た

とえば、伝統を否定 してタブラ ・ラサを 目指 したダダでさえ、先行する芸術作品を否定の対象

として必要とするほどには、過去の作品の影響を受けていたと指摘することが可能だからであ

る。もう少 し厳密に言 うならば、たとえば、文学上の出来事に通時的な因果関係を見い出そ う

とする文学史的な観点からであれ、あるいは、すべてのテクス トは諸テクス トとの連関におい

て書かれかつ読まれるのであって、テクス トは他のテクス トと対話 し、引用のモザイ クとなっ

て相互に置換されるのであるとい う、間テクス ト性の概念に基づいて、生成としての深層テク

ス トから現に存在する現象としての表層テクス トへの変換過程に焦点を当てる、 クリステヴァ

流のテクス ト論的記号分析の観点からであれ、すべての作品にはそれに先行する諸作品の痕跡

をなんらかの形で見い出すことができるからである。もう一つは、シュル レアリスムとい う術

語の概念内容の本質的規定性についてである。とい うのも、シュル レアリスムの概念内容の解

釈次第では、たとえば、アーノル ド・ハウザーのように、プルース ト、カフカ、ジョイスさら

にはエ リオットまでシュル レアリス トと看倣すことが可能となるからである2)。

　そこで本論文では、シュル レアリスムとい う術語をアン ドレ・ブル トンとその追従者たちに

よって担われた前衛芸術運動とい う意味に限定 して理解することに し、またシュル レアリスム

との影響関係を認知するのは、直接にブル トンらの運動に関わったか、あるいは自身がシュル

レアリスムへの傾倒を表明している作家の作品に限ることにする。

　このように対象をい くぶん限定 してもなお、対象となる作品は数多 くある。そこで、類型を

抽出するにあたって、さらに二つの前提を付け加えることにする。一つは、作中人物の形象化

に焦点を当てること。 というのも、「類概念が共通の属性を抽象 して成立する抽象概念である

のに対 し、類型はある一群の現象の共通の特徴を個別的なものとして統一 している形象であ り、

抽象的普遍性と個別的具体性との不可分な統一をなしている」3)からである。もう一つは、す

べての作品をサンプル として精査 した上で類概念を抽象す るのではなく　 そのようなことは

およそ不可能である　 、先に類概念を提示 し、その類概念をもとに分析の対象 となる範例的

作品を選択することである。なぜなら、類型の抽出方法は論点先取的 ・循環論法的な性質のも

のであ り、多 くのサンプルを精査 し類概念を帰納的に抽象する 「抽象理論」と謂えども、サン

プルを選択する際の弁別の基準は、ほかならぬ当の類概念の内包で しかあ りえないからである。

廣松渉も言 うように、「抽象 と称 されている手続の実体は、"概 念態"を 補正 ・正確化する機械

的な媒介過程であって、白紙の状態から出発 して、偶有規定性の捨棄、本質規定性の採録がお

こなわれるとい う建て前とはむ しろ逆なのである」4)。

　そこで、我々は、任意の文化Aの 中で生まれた任意の芸術運動Xが 他の文化Bの 構成員に

受容される際、Xの 受容のされ方を、　Xの 普遍性 ・特殊性に関連 して、

一52一



ラテ ンア メ リカ文 学 にお け る シ ュル レア リス ムの形 象化 をめ ぐって(1)

　⑤　Xを 文化Aに 固有の特殊なものとして受容するタイプ

　⑤Xを 普遍的なものとして受容するタイプ

の二つの類型に分けることにす る。⑤のタイプの場合には、芸術運動Xを 文化Aに 特殊 なも

のと看倣す以上、文化Aと 文化Bの 差異が問題 とな り、対他者関係において出来す るのと同

様の事態が生 じる5)。一方、⑤のタイプの場合には、文化的差異は問題 とならない。なぜなら、

Xが 普遍的なものであるとい うことは、Xは 文化的特殊性に依存 しない とい うことだからで

ある。

　以上の前提条件を踏まえた上で、本論文では、論点先取的 ・循環論法的に、カルペンティエ

ルの 『失われた足跡』を類型⑤の範例的作品、ブリオ ・コルタサルの 『石蹴 り遊び』を類型⑤

の範例的作品として分析対象に取 り上げる。その理由は後論が明らかにするはずである。

2.カ ルペ ンテ ィエ ルの場合

2.1.　 カ ルペ ンテ ィエ ル と シ ュ ル レ ア リスム

　 カル ペ ン テ ィエ ル と シ ュル レア リス ム と の密 接 な関 係 は 、1920年 代 に キ ューバ で シ ュル レア

リス ムを は じめ とす る ヨ ー ロ ッパ の ア ヴ ァ ン ギ ャル ド芸 術 の 紹 介 に 努 め た 雑 誌Revista　 de

Avance(1927-30)の 創 刊 に 関わ った こ と、1928年 に ロベ ル ト ・デ ス ノ ス の手 引 きで マ チ ャ

ー ド独 裁 下 のキ ューバ の圧 制 を 逃 れ て パ リに 亡 命 した こ と、1939年 に 帰 国 す る まで 、 パ リで 、

ブル トン、 ア ラ ゴ ン、 エ リ ュア ール とい った シ ュル レア リス ト達 と親 交 を 深 め た こ と な ど、 年

譜 的 な 出来 事 に 明瞭 に 現 れ て い るが 、 こ の よ うな事 実 関 係 に つ い て は 逐 一 詳 述 しない 。 た だ 本

論 文 と の関 連 で 指 摘 して お きた い のは 、 カル ペ ン テ ィエ ル と民 族 誌 的 な シ ュル レア リス ム と の

関 わ りで あ る。

　 パ リ滞 在 中 、 カル ペ ンテ ィエ ル は 『ドキ ュマ ン』 誌 に 関 わ り、 「キ ューバ 音 楽 」 な どの 評 論

を 掲 載 して い る。 こ の雑 誌 は 、 ジ ョル ジ ュ ・バ タイ ユが 編 集 して い た 批 評 誌 で 、 民 族 誌 と ア ヴ

ァ ンギ ャル ド芸 術 運 動 を一 体 化 した よ うな 内容 を そ の特 徴 と して い た 。 ジ ェイ ム ズ ・ク リフ

ォー ドは 「民 族 誌 的 シ ュル レア リス ム」 の中 で 、 『ドキ ュマ ン』 誌 につ い て、rl920年 代 に お い

て 民 族誌 と シ ュル レア リス ム とが輻 湊 す る主 要 な領 域 を 例外 的 な ほ どは っき り具 現 して い る」6)

と述 べ て お り、 次 の よ うに も言 って い る。

民族誌的アプローチに潜在 している極端な相対主義、ニヒリズムさえもが、『ドキュマン』

誌のもっとも過激な協力者たちによって活用された。彼らの文化の見方は、有機的な構造、

機能的な等号、全体性、歴史的な持続などといった概念をその特色としなかった。彼らの

文化概念は、不当なアナクロニズムを抜きに して、記号論的と呼ぶことができる。文化的
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リア リテ ィは 、 人 為 的 コ ー ドや 、 理 念 的 アイ デ ン テ ィテ ィや 、 創 造 的 な再 結 合 や 並 置 を 許

す モ ノ な どに よ って 作 り上 げ られ て い た 。 た とえ ば 、 ロー トレア モ ン の蠕 幅 傘 と ミシ ン、

ヴ ァイ オ リン と ア フ リカ の大 地 を 打 つ 両 手 の よ うに 。(中 略)文 化 は 収 集 され るべ き何 か

と な り、 『ドキ ュマ ン』誌 そ の も のが 、 イ メ ー ジや 、 テ クス トや 、 モ ノや 、 符 牒 な ど の一

種 の民 族 誌 的 な陳 列 、 す なわ ち標 本 の収 集 と再 分 類 とを 同時 に お こ な う、 遊 び 心 に 満 ちた

博 物 館 な の で あ る。 雑 誌 の基 本 的 な 手 法 は 並 置 　 す なわ ち 思 い が け な い、 あ るい は アイ

ロニ ッ クな コ ラ ー ジ ュで あ る。 文 化 的 な シ ン ボル や 器 物 の適 切 な配 置 が つ ね に 疑 問 に 付 さ

れ る。(中 略)『 ドキ ュマ ン』 誌 の なか に 私 た ちは 、 あ りふ れ た シ ン ボル を 動 揺 させ る こ と

を 目的 と した 、 民 族 誌 的 な並 置 の用 例 を 見 出す 。7)

　 こ こで 民 族 誌 的 な並 置 の比 喩 と して 引 き合 い に 出 され て い る ロー トレア モ ン の 『マル ドロー

ル の歌 』 の一 節 は 、 周 知 の よ うに 、 シ ュル レア リス ムが 追 求 す る美 の範 例 と して ブル トンを は

じめ とす る シ ュル レア リス トた ちに よ って しば しば 引 用 され て い る も ので あ る。 民 族 誌 と シ ュ

ル レア リス ム は 、 「解 剖 台 の 上 で の ミシ ン と蠕 幅 傘 の思 い が け な い 出 会 い 」 を 表 現 手 法 の 基 礎

に 置 い て い る点 で 共 通 して い る。 『自 らを 語 る首 狩 者 達 　 　イ ン ドネ シ ア、 イ リア ン ・ジ ャ ヤ

か ら の民 族 誌 的報 告 』 に 記 載 され て い る、 「腐 敗 して ゆ く死 体 か ら滲 み 出す 液 体 が な ん らか の

特 別 な 目的 の た め に 用 い られ る こ とは なか った 」、 あ る い は 「男 の 肛 門 に 触 れ る こ とは 、 強 さ

へ の懇 願 で あ るか 、 あ るい は 深 刻 な侮 辱 で あ った 」 とい うよ うな文 に は 、 ま さに シ ュル レア リ

ス ムが 追 求 した 「思 い が け な い 美 しさ」 を見 い 出 す こ とが で き る8)。 シ ュル レア リス ム と 同様 、

民 族 誌 的 記 述 は 白昼 夢 を 誘 発 す る。 さ らに 、 民 族 誌 と シ ュル レア リス ム の関 係 に つ い て ク リフ

ォー ドは 次 の よ うに 述 べ て い る。

パ リの ア ヴ ァン ギ ャル ドた ちに と って は 、 ア フ リカ(そ して あ る程 度 まで は オ セ ア ニ アや

ア メ リカ)は 、 別 の形 態 と別 の信 仰 の貯 蔵 庫 で あ った 。 こ の こ とは 、 民 族 誌 的 シ ュル レア

リス ム の姿 勢 の第 二 の要 素 、 す なわ ち(夢 の なか や フ ェテ ィ ッシ ュや レヴ ィ=ブ リ ュル の

言 う 「未 開 心 性 」 の なか で 接 近 可 能 な)他 者 こそ が 、 近 代 的 探 究 の核 心 的 な対 象 で あ る と

い う信 念 を示 唆 して い る。(中 略)い ま や他 者 た ちが 、 人 間 の も うひ とつ の重 要 な 可 能 態

と して立 ち現 れ た 。 そ して、 近 代 の文 化 相 対 主 義 が 可 能 に な った 。(中 略)あ らゆ る ロー

カル な慣 習 や 真 実 に は 、 そ れ と並 置 した り不 調 和 と な り うる他 のエ キ ゾテ ィ ッ クな選 択 肢

が つ ね に 存 在 した 。 通 常 の リア リテ ィの下 に(心 理 的 に)、 ま た 向 こ うに(地 理 的 に)、 も

うひ とつ の リア リテ ィが 存 在 した 。 シ ュル レア リス ムは 、 こ の アイ ロニ ッ クな状 況 を 、 相

対 主 義 的 な民 族 誌 と共 有 して い た ので あ る。9)
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　シュル レアリスムは、夢、無意識、未開心性、原始心性といった、近代ヨーロッパの合理主

義的理性にとっての他者の探究を通 して、絶対的現実すなわち超現実に到達 しようとしたので

あるが、民族誌もまた 「通常のリアリティの下に(心 理的に)、 また向こうに(地 理的に)、 も

うひとつのリアリティ」を探究する。両者はともに、内なる他者(夢 、無意識)と 外なる他者

(未開心性、原始心性)と を地続きのものとして捉える点で共通 している。そ して、そのこと

は両者が文化相対主義的な認識論的地平を共有 していることを示 してもいる。

　以上のような特徴を持つ 『ドキュマン』誌にカルペンティエルが関わ っていたことは、『失

われた足跡』の構造を解釈する上で一つの手がか りを提供 して くれるはずである。とい うのも、

主人公のくわた し〉が博物館の館長に依頼されて未開の部族の楽器を手に入れるためにオリノ

コ河を遡行するとい う粗筋自体、すでにこの物語と民族誌との関わ りを示唆 しているのではあ

るが、さらに、主人公の地理的に遡行 して行 く旅が、同時に、時間的遡行の旅であ り、原始心

性への遡行の旅であ り、主人公の心理的領域における深層への遡行の旅ともなっているとい う

物語の重層的な構造において、民族誌との繋が りを如実に示 しているからである。

　 『失われた足跡』における 「驚異的現実」を求めての旅は、「この世の王国」10)を求めての

旅、すなわち合理主義的理性にとっての対立物が融合 している場所を求めての旅であ り、それ

は同時に自己の探究の旅でもある。このような探究の旅は、矛盾 したものが矛盾 したものとは

感 じられなくなるような精神の一点11)、すなわち超現実を 目指 したシュル レアリス トの主要原

理のひとつである 「驚異的なもの(le　merveilleux)」 の探究と端的に呼応している12)。

　ブル トンの 『ナジャ』の冒頭の 「私は誰なのか(Qui　 sui-je?)」に関 して、例えば巌谷國士

は次のように言っている。

冒頭 で まず ブル トンは 、 「私 とは誰 か?llを 問 う。 す る と こ の フ ラ ン ス語Qui　 sui-je?が 同

時 に 「私 は 誰 を 追 って い る のか 」 の意 に な る こ とか ら、 自己 同一 性 へ の問 い が 他 者 と の関

係 の次 元 に お きか え られ 、 私 を 問 うこ とが 誰 か 他 人 を 追 うこ とを 意 味 す る、 あ るい は 他 の

「私 」 を追 うこ とを 意 味 す る 、 と感 じて しま うわ け だ 。(中 略)い ず れ にせ よ この 現 世 で
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヘ　　ヘ　　へ

私 が 「私 」 を発 見 し、 「私 」 と合 致 しな い か ぎ りは 、 つ ま り二 面 性 を 克 服 しな い か ぎ りは 、

こ う した 不 安 定 な状 態 か ら のが れ る こ とは で き ない 。13)

　ブル トンの 『ナジャ』の冒頭が語っているのが、私とは誰かと問 うことは、誰か他人、ある

いは他の私を追いかけ発見 しようと試みることを意味 している、とい うことだとすれば、自己

の探究の旅は、内なる他者の探究の旅であ り、同時に外なる他者の探究でもある。心理的に、

地理的に、自己(=他 者)を 探究する 『失われた足跡』は、民族誌的な要素を多分に含みもつ

優れてシュル レアリスム的な作品だと言えよう。
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2.2.カ ルペ ンテ ィエ ルの シ ュ ル レ ア リスム 観

　 カル ペ ン テ ィエ ル の シ ュル レア リス ム観 を 示 す 資 料 と して 常 に 参 照 され る のは 、1949年 に 出

版 され た 『この世 の 王 国 』 の序 文 で あ る。 そ こ で カ ル ペ ンテ ィエ ル は、 「驚 異 的 現 実」 とい う

概 念 を 提 出 し、 そ れ との 対 比 に お い て シ ュル レア リス ム を 「非 常 に 退 屈 な文 学 上 の 策 略(la

artimana　 literaria,　tan　aburrida)」 に 過 ぎ な い と批 判 して い る14)。1949年 の初 版 に 付 され て い

るだ け で 、 以 降 の版 で は 削 除 され て い る こ の序 文 は 、1964年 に 出 され た エ ッセイ 集 『意 見 と異

見 』 に 収 め られ て い る 「ア メ リカ の驚 異 的 現 実 につ い て」 の後 半 部 分 と重 な る の で あ るが15)、

そ こに 付 され た 註 に カル ペ ン テ ィエ ル は 次 の よ うに 書 き記 して い る。

以下の文章は、私が 『この世の王国』(1949)の 最初の版に付した序文である。 この序文

はそれ以降の版では削除されているが、そこで述べたことは、い くつかの細かな点を除い

て、当時と同様に今 日でも有効であると私は考えている。シュル レアリスムは、15年 ほど

前まではまだ盛んであった物真似を経過 して、間違って操作されたその影響力を我々に及

ぼすことを今では止めて しまった。 しか し、シュル レアリスムとは全 く異なった特徴をも

つ 「驚異的現実」が私たちには残されている。それは、 日ごとにはっきりと識別できるよ

うになってきてお り、ラテンアメリカの若い小説家たちの小説作法の中に増殖 し始めてい

る。16)

　 そ して また 、1975年 に 読 まれ た 講 演 「半 世 紀 の道 の り」 に お い て も 「シ ュル レア リス トた ち

が 技 巧 に 基 づ い て 頻 繁 に生 産 した あれ らす べ て の も の(驚 異 的 な もの　 引 用 者)」17)と 述 べ

て い る。 した が って 、 カル ペ ン テ ィエ ル が シ ュル レア リス ムに 対 して 批 判 的 で あ った こ とは 間

違 い の ない と こ ろで あ るが 、 こ こで 明確 に して お か なけ れ ば な ら ない のは 、 カル ペ ン テ ィエ ル

は シ ュル レア リス ム の ど の よ うな点 を 批 判 して い る のか とい うこ とで あ る。 とい うの も、 カル

ペ ン テ ィエ ル は シ ュル レア リス ムを 全 否 定 して い るわ け で は ない か らで あ る。 た とえ ば 、1973

年 に行 わ れ た 講 演 「シ ュル レア リス ムに つ い て」 で は 、 「シ ュル レア リス ムが 今 世 紀 の 最 も重

要 な文 学 ・芸 術 運 動 で あ った 言 う人 が い た と して も、 そ の人 は 間 違 った こ とを 言 って い る ので

は あ りませ ん 。 誰 か が 述 べ て い た よ うに 、 も しシ ュル レア リス ムが 存 在 しなか った とす れ ば 、

シ ュル レア リス ムを 作 り出す 必 要 が あ った で し ょ う」18)と シ ュル レア リス ムを 高 く評 価 した 上

で 、 次 の よ うに 講 演 を 締 め く くって い る。

も う一 度 繰 り返 します が 、 あ らゆ る時 代 を 通 じて 最 も実 り多 い 造 形 と詩 と文 学 の運 動 のひ

とつ 、 す なわ ち シ ュル レア リス ムに よ って 、 フ ラ ン ス文 学 は 人 間 性 を 豊 か な も のに す る こ

とが で きた のだ 、 と言 うこ とが で き ます 。19)
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　 した が って 、 カル ペ ン テ ィエ ル は シ ュル レア リス ムを 全 否 定 して い るわ け で は ない 。 カル ペ

ン テ ィエ ル が 批 判 して い る のは 、 形 式 化 し惰 性 態 に 陥 った シ ュル レア リス ムで あ る。 こ の点 に

関 して は 、1949年 の 『こ の世 の王 国 』 の序 文 か ら1977年 に ベ ル ギ ーで 読 まれ た 講 演 まで 一 貫 し

て い る。 『この世 の王 国』 の序 文 で は、

想 像 力 の枯 渇 とは 法 則 を 暗 記 す る こ とで あ る、 と ウ ナ ム ー ノは 言 った 。 今 日で は 、 幻 想 的

な も の の法 則 が 存 在 して い る。 そ の法 則 は イ チ ジ クに 喰 わ れ る ロバ とい う原 理 に 基 づ い て

い る の だ が 、 この 原 理 は、 『マル ドロー ル の歌 』 が 現 実 の逆 転 の 至 高 の形 態 と して 提 起 し

た も ので あ る。20)

と言 い、 また 、1977年 の講 演 で は 、 「ブル トンは、 驚 異 的 な もの(lo　 maravilloso)を 呼 び 起 こ

す 装 置 の基 礎 と して 、 『マ ル ドロール の歌 』 とい う、 全 ヨー ロ ッパ の シ ュル レア リス ムの 基 礎

で あ る類 い 稀 な る書 物 の驚 嘆 す べ き作 者 、 ロー トレア モ ン伯 爵 の今 や 古 典 と な った 言 葉 を 採 用

した 。す なわ ち、 〈解剖 台 の上 で の ミシ ン と蠕 幅 傘 の 思 い がけ ない 出会 い の美 しさ 〉で あ る」21)

と述 べ た 後 、

私 は 、 あ なた が た も御 存 じの よ うに 、 長 い 間 シ ュル レア リス トと と もに 活 動 し、 彼 ら の遊

戯 や 、 思 い 付 きに な どす べ て に 参 加 しま した が 、 あ る時 期 か ら シ ュル レア リス ム の詩 人 や

画 家 た ちが 、 公 式 に 精 通 し、 そ れ を 適 用 して 驚 異 的 な も の の製 造 を まや か しで 行 って い る

とい うこ と　(conociendo　 la　formula,　trucaban　 la　fabricacion　 de　lo　maravilloso)　 　 こ の こ

と は 、 『第 二 宣 言 』 以 降 ブル トン 自身 が 認 め て い る こ とで す 　 に 私 は早 くか ら気 付 い て

い ま した 。22)

と語 って い る よ うに 、 終 始 カル ペ ン テ ィエ ル が 批 判 して い る のは 、 形 式 化 し惰 性 態 に 陥 った シ

ュル レア リス ム の作 為 性 で あ る。

　 と こ ろ で 、 カ ル ペ ン テ ィエ ル は 、 「驚 異 は つ ね に 美 しい。 どの よ うな 驚 異 で も美 しい 。 美 し

い も の と して は 、驚 異 の ほ か に は 存 在 しな い とさ え言 え る」23)と言 うブ ル トンの 「驚 異 の 美 」

が 、 伝 統 的 な 美 で は な く、 「稀 な 、 珍 しい、 突飛 な 、 途 方 も な い もの/こ と(lo　 ins61ito)」 に

よ って 生 み 出 され る美 で あ る点 を 評 価 し、 自 ら の唱 え る 「驚 異 的 現 実 」 と の親 近 性 を 認 め て い

る24)。だ とす れ ば 、 シ ュル レア リス ム と 「驚 異 的 現 実 」 と の違 い は ど こに あ る のか 。 カル ペ ン

テ ィエ ル のエ ッセイ や 講 演 録 を 読 む 限 り、 両 者 の違 い は 、 シ ュル レア リス ム の驚 異 が 人 工 的 に

生 み 出 され る の とは 異 な り、 ラテ ン ア メ リカ の 「驚 異 的 現 実 」 に お い て は 、 「稀 な 、珍 しい 、

突 飛 な、 途 方 もな い もの/こ と」 が 、 「手 を 加 え られ て い な い 生 の状 態(estado　 bruto)」 、 「自
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然 な状 態(estado　 natural)」 に お い て 、 現 実 に 見 い 出 され る とい うこ とで あ る。 た とえ ば カル

ペ ン テ ィエ ル は 次 の よ うに 言 って い る。

シ ュル レア リス ムが 驚 異 的 な も のを 追 求 した こ とは 認 め る と して も、 ほ とん ど の場 合 シ ュ

ル レア リス ムは 現 実 の中 に 驚 異 的 な も のを 見 つ け だ そ うとは しなか った 、 とい うこ とは 言

って お か なけ れ ば な ら ない 。 確 か に シ ュル レア リス トた ちは シ ョー ケ ー スや 俗 っぽ い 看 板 、

ポ ス タ ーや 写 真 や 見 本 市 とい った も のが 持 つ 詩 的 な力 を 初 め て 見 い 出 した とは 言 うも の の、

ほ と ん ど の場 合 、 それ は予 め熟 考 され た 上 で 製 造 され た 驚 異 的 な も の(lo　 real　maravillo-

so　fabricado　 premeditadamente)で あ った。 画 家 は 画 布 の前 に 立 って 次 の よ うに 言 う。

「私 は 、 驚 異 的 な幻 影 を 生 み 出す よ うな途 方 も ない 要 素 を 用 い て 絵 を 描 くこ とに しよ う。」

(中略)一 方 、 私 の 擁 護 す る驚 異 的現 実 とは 、 私 た ち の驚 異 的 現 実(lo　 real　maravilloso

nuestro)で あ り、 ラテ ン ア メ リカ の す べ て の もの の 中 に 、 生 の ま まの 、 伏 在 し、遍 在 す

る状 態 で(al　 estado　bruto,　latente,　omnipresente　 en　todo　lo　latinoamericano)、 私 た ちが 見

い 出す もの で あ る。 こ こ で は、 途 方 も ない こ と(lo　 ins61ito)が 日常 的 で あ り、 また 常 に

そ うで あ った 。25)

　 「驚 異 的 現 実 」 の こ の よ うな規 定 性 は 、 「驚 異 的 現 実 」 を 魔 術 的 リア リズ ム26)と対 照 す る と

きに も 明確 に 示 され て い る。 カル ペ ン テ ィエ ル は 、 魔 術 的 リア リズ ムを 、 フ ラ ン ツ ・ローが 論

文 「魔 術 的 リア リズ ム」 で 論 じた ポ ス ト ・ ドイ ツ表 現 主 義 の画 家 た ち の作 品 に のみ 適 用 され る

べ き概 念 と考 え て い るが27)、 驚 異 的 現 実 との 関 係 に お い て 次 の よ うに 述 べ て い る。

ま さに マ ッカ ン ダル の行 為 に は 、 か つ て 私 が あ るエ ッセイ で 「ラ テ ン ア メ リカ の驚 異 的 現

実(lo　 real　maravilloso　 americano)」 と呼 ん だ も のす べ て を 見 い 出す こ とが で き る。 す な

わ ち 、 「現 実 的 で あ りな が ら驚 異 的 で あ る 現 実 的 な も の(lo　 real　que　 siendo　 real　es

maravilloso)」 が見 出 せ る。 こ の概 念 を ドイ ツの 著 述 家 フ ラ ンツ ・ロー が定 義 した 魔 術 的

リア リズ ム(el　 realismo　 magico)、 す なわ ち、 予 め 魔 術 的 な世 界 を 作 る とい う考 え を 抱 い

た 上 で 魔 術 的 な世 界 を 創 造 す る よ う多 くの画 家 を 導 い た 、 魔 術 的 リア リズ ム と混 同 して は

い け ない 。 繰 り返 す が 、 決 して 混 同 して は い け ない 。 驚 異 的 現 実 とは 、 マ ッカ ン ダル の物

語 に 見 出せ る よ うな、 生 の ま ま の状 態 に あ る魔 術 的 な も の(lo　 magico　 al　estado　bruto)な

ので あ る。28)

　このように 「驚異的現実」とは、シュル レアリスムとも魔術的 リアリズムとも異なる、手を

加えられていない生の現実の驚異的なもの ・魔術的なものなのである。以上を踏まえてカルペ
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ン テ ィエ ル の シ ュル レア リス ム観 を 纏 め て お くと、 初 期 の シ ュル レア リス トの作 品 に つ い て は 、

そ れ を 「稀 な、 珍 しい 、 突 飛 な、 途 方 も ない も の/こ と」 に よ る驚 異 の表 現 と して 肯 定 的 に 評

価 す る一 方 で 、 生 の状 態 に あ る驚 異 的 な も の ・魔 術 的 な も の と して の 「驚 異 的 現 実 」 と の関 係

に お い て は 、 そ の観 念 性 ・人 工 性 を シ ュル レア リス ム の限 界 と看 倣 し、 形 式 化 し惰 性 態 に 陥 っ

た シ ュル レア リス ムに つ い て は 、 そ の作 為 性 ・虚 偽 性 を 批 判 して い る、 とい うこ とに な る。

　 さ て、 こ こで 問 題 と しなけ れ ば な らな い の は、 「驚 異 的 現 実 」 とい う概 念 が 内含 して い る矛

盾 で あ る。 カル ペ ン テ ィエ ル は 、 「驚 異 的 現 実 」 とは 「生 の状 態 に あ る魔 術 的 な もの」、 あ るい

は 「現 実 的 で あ りなが ら驚 異 的 で あ る現 実 的 な も の」 だ と言 うので あ るが 、 ラ テ ン ア メ リカ の

驚 異 的 な も のを 感 じ取 るた め に は ヨ ー ロ ッパ 的 な視 点 に 立 た ざ るを 得 ない 。 しか し、 ヨ ー ロ ッ

パ 的 視 点 に 立 つ と言 うこ とは 、 シ ュル レア リス トと 同様 に 外 部 か ら他 者 と して の ラ テ ン ア メ リ

カを 見 る こ とに な り、 ロマ ン主 義 的 なエ キ ゾチ シ ズ ムに 陥 る。 だ か ら と言 って 、 土 着 的 な ラ テ

ン ア メ リカ の視 点 か ら見 れ ば 、 そ の眼 に 映 る のは 驚 異 で は な く、 単 な る 日常 的 な現 実 に 過 ぎ な

い 、 とい う矛 盾 で あ る。 しか し、 これ まで しば しば 指 摘 され て きた こ の矛 盾 は 、 ヨ ー ロ ッパ 的

視 点 か ラ テ ン ア メ リカ的 視 点 か のい ず れ か 一 方 を と ら なけ れ ば な ら ない と考 え る二 者 択 一 的 な

思 考 に よ って 生 じる矛 盾 で あ り、 両 方 の視 点 を オ ブ ジ ェ ク トレベ ル と して 鳥 鰍 す る よ うな メ タ

レベル を想 定 す るな らば 解 消 す る矛 盾 で あ る。 そ して 、 「驚 異 的 現 実 」 は 二 つ の視 点 を 鳥 鰍 す

る超 越 的 視 点 を 前 提 と して い る。 そ れ は 、 カル ペ ン テ ィエ ル 自身 が た とえ ば 次 の よ うな形 で 述

べ て い る こ とで あ る。1977年 に ベ ル ギ ーで 行 った 講 演 後 の質 疑 応 答 で 、 カル ペ ン テ ィエ ル は 以

下 の質 問 を 受 け る。

私 は 『こ の世 の王 国 』 の序 文 で あ なた が ラ テ ン ア メ リカ の人 間 と して 世 界 を 旅 され た 話 を

読 み ま した。 そ こで は 、 あ な た は ヨ ー ロ ッパ文 化 と完 全 に 同化 され て い ます 。(中 略)そ

の後 あ なた は 自分 の国 、 ラ テ ン ア メ リカに 戻 られ て 、 ラ テ ン ア メ リカ の国 々 の現 実 に 多 か

れ 少 なか れ 驚 か れ ます 。 ヨ ー ロ ッパ 文 化 と の こ の よ うな 同一 化 は 多 少 と もあ なた の書 か れ

た 作 品 の注 解 と な り うるで し ょ うか 。 あ なた は ラ テ ン ア メ リカ の現 実 を ど の よ うに お 考 え

で す か 。 と言 い ます の も、 あ なた は つ ね に ヨ ー ロ ッパ 文 化 と の比 較 を な され て い ます し、

そ の点 が た とえ ば ガル シ ア=マ ル ケ ス の小 説 の書 き方 と の違 い だ と私 は 思 うか らで す 。29)

こ の質 問 に 答 え て カル ペ ン テ ィエ ル は 次 の よ うに 言 って い る。

私 が あ なた に 言 い た い のは 、 閉 じられ た 世 界 の文 化 とい うも のを 私 は 信 用 で き ない とい う

こ とで す 。 い まあ なた は ヨ ー ロ ッパ 的 な も のに つ い て 私 に 話 しま した が 、 ヨ ー ロ ッパ の大

半 の知 識 人 の 重 大 な 欠 点 は、 彼 らの ヨ ー ロ ッパ 中 心 主 義 に あ ります 。(中 略)あ な た は 私
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の書 い た 小 説 に は 「あ ち ら」 と 「こ ち ら」 とい う表 現 が つ ね に 目に つ くと言 わ れ ま した 。

しか し、 そ れ だ け に は と ど ま ら ない 、 と私 は 言 わ ね ば な りませ ん 。 カ ッコ付 き の 「あ ち ら

(alla)」 と カ ッ コ付 き の 「こち ら(aca)」 を い つ も使 う とい うこ と、 大 西 洋 の一 方 の 岸

か ら も う一 方 の岸 へ と跳 躍 す る こ と、 そ れ は、 二 重 の配 慮(la　 doble　 preocupacion)を 表

現 して い る ので す 。30)

　 カル ペ ン テ ィエ ル は こ こで 「二 重 の配 慮 」 あ るい は 「二 重 の危 惧 」 と言 うので あ るが 、 そ の

よ うな精 神 的 態 度 は 、 単 に、 「あ ち ら」 と 「こち ら」 の両 方 の視 点 に 立 つ こ とに よ って 可 能 と

な る よ うな もの で は な く、 「あ ち ら」 と 「こち ら」 を 共 に視 野 に 収 め る よ うな審 級 を 自 ら の視

点 の置 き ど こ ろ と して は じめ て 可 能 と な る も ので あ る。 なぜ な ら、 両 方 の視 点 を 手 に 入 れ た と

して も、 「あ ち ら」 の視 点 と 「こ ち ら」 の視 点 の 両 方 を 同時 に 自 らの 立 ち位 置 とす る こ とは 原

理 的 に 不 可 能 で あ り、 した が って 「あ ち ら」 と 「こ ち ら」 の差 異 を 認 識 で き る のは 、 「あ ち ら」

と 「こ ち ら」 を オ ブ ジ ェ ク トレベ ル に 送 り込 む メ タ レベ ル 、 大 澤 真 幸 の術 語 を 借 りれ ば 、 「第

三 者 の審 級 」31)に立 った場 合 だ け だ か らで あ る。 ヨー ロ ッパ に も ラ テ ンア メ リカ に も偏 重 し な

い 、 「二 重 の配 慮 」 とは、 した が って、 「あ ち ら」 と 「こ ち ら」 とい う二 つ の オ ブ ジ ェ ク トレベ

ル を 往 還 す る こ とに よ って 得 られ る も ので は な く、 両 者 を 鳥 鰍 す る メ タ レベ ル に 立 つ こ とに よ

って のみ 可 能 と な る精 神 的 態 度 で あ る。 そ して 、 そ れ は また 、 自 らを 相 対 化 す る こ とに よ って

は じめ て 可 能 と な る精 神 的 態 度 で もあ る。 柄 谷 行 人 は 、 フ ロイ トの論 文 「ヒ ュー モ ア」 を 参 照

つ つ 、 ヒ ュー モ ア とは 、 対 象 を 突 き放 して 見 るが ど こか 愛 情 を 持 って そ うす る態 度 で あ り、 同

時 に オ ブ ジ ェ ク トレベ ル と メ タ レベ ル に 立 つ 、「自己 二 重 化 」の能 力 で あ る、 と述 べ て い るが32)、

そ の よ うな態 度 は あ る種 の 自己 矛 盾 に とど ま る こ とで も あ る33)。 とす れ ば 、 カル ペ ン テ ィエ ル

の 「驚 異 的 現 実 」 とい う概 念 が 孕 む 矛 盾 とは 、 ヨ ー ロ ッパ 的 視 点 と ラ テ ン ア メ リカ的 視 点 とい

う二 つ の視 点 を 同 時 に 持 つ こ とは で き ない とい った よ うな 矛 盾 で は な く、 「二 重 の配 慮 」 を 可

能 に す る 「自己 二 重 化 」 が 必 然 的 に もた らす 自己 矛 盾 と考 え る必 要 が あ る。

　 こ こ で、 前 の 項 で 触 れ て お い た 、 『ドキ ュマ ン』 誌 す なわ ち 民 族誌 的 シ ュル レア リス ム と カ

ル ペ ン テ ィエ ル の関 わ りを 思 い 出 して お きた い 。 とい うの も、 民 族 誌 的 シ ュル レア リス ムが 極

め て 文 化 相 対 主 義 的 な認 識 論 的 地 平 を 示 して い た こ とを 考 え あ わ せ る と、 カル ペ ン テ ィエ ル の

「二 重 の配 慮 」 は 、 民 族 誌 的 シ ュル レア リス ム と の関 わ りに お い て 解 釈 す る こ とに よ って 、 よ

り理 解 しや す い も の と な る よ うに 思 わ れ るか らで あ る。 そ して また 、 一 般 に 指 摘 され る カル ペ

ン テ ィエ ル に お け る 「土 着 的 主 題 と前 衛 主 義 とい う二 重 の 要 請 」34)もま た 、 「二 重 の配 慮 」 を

可 能 とす る 「自己 二 重 化 」 と相 即 不 離 の関 係 に あ る こ とを 、 併 せ て 指 摘 して お きた い 。
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2.3.　 『失 わ れ た 足 跡 』 に 見 る シ ュ ル レ ア リスム の 形 象

　 カル ペ ン テ ィエ ル の 『失 わ れ た 足 跡 』 は 、 まず そ の タイ トル が 、1924年 に 刊 行 され た ブル ト

ン のエ ッセイ 集 『失 わ れ た 足 跡 』を 想 起 させ る。ブル トン の作 品 と の関 連 に つ い て カル ペ ン テ ィ

エ ル は 直 接 語 って は い な いが35)、 ブル トンの 『失 わ れ た 足 跡 』 の なか に 収 め られ た 「新 精 神 」

とい うエ ッセイ に 出て くる、 若 い 娘 のエ ピ ソー ドは カル ペ ン テ ィエ ル の 『失 わ れ た 足 跡 』 と重

な る。 ブル トン の 『失 わ れ た 足 跡 』 で 語 られ るエ ピ ソー ドは 、 ブル トン と ア ラ ゴ ンが 街 で 若 い

娘 とす れ 違 い 、 そ の直 後 に も う一 度 そ の娘 に 会 お うと して 捜 しまわ るが 二 度 と見 つ け る こ とは

で き なか った 、 とい う話 で あ る。 一 方 カル ペ ン テ ィエ ル の 『失 わ れ た 足 跡 』 は 、 欧 米 の ど こ と

は 特 定 され て い ない 大 都 市 に 住 む ラ テ ン ア メ リカ 出身 の くわ た し〉が 、 あ る博 物 館 の館 長 か ら

先 住 民 の楽 器 を 手 に 入 れ る こ とを 依 頼 され 、 愛 人 ム ー シ ュを 伴 って オ リノ コ河 を 上 流 へ と遡 っ

て い く中 で 自然 そ の も の の よ うな ロサ リオに 出会 い 、 ム ー シ ュを 捨 て 、 密 林 の奥 地 で ロサ リオ

と暮 ら しは じめ る。 しか し、 あ る事 情 で 一 度 大 都 市 に 戻 り、 そ の後 、 再 び ロサ リオ と暮 らす た

め 密 林 の奥 へ 戻 ろ うと した 時 に は 、 か つ て くわ た し〉が た ど った 密 林 の奥 地 へ の足 跡 は 消 え て

い た 、 とい う物 語 で あ る。

　 カル ペ ン テ ィエ ル の 『失 わ れ た 足 跡 』 に は 、 二 人 の女 性 が 対 照 的 な関 係 に お い て 描 か れ て い

る。 一 人 は ム ー シ ュMoucheで あ るが 、 この フ ラ ン ス語 で蝿 を 意 味 す る名 で呼 ばれ て い る女

性 は 、 シ ュル レア リス ム の カ リカチ ュア と して 表 象 され て い る。 例 え ば 、 次 の よ うな描 写 。

霊 媒 を か た く信 じ、 安 っぽ い シ ュル レア リス ムで 知 的 形 成 を な して い た ム ー シ ュは 、 書 物

の鏡 に よ って 空 を なが め 、 星 座 の美 しい 名 前 を もて あ そ ぶ こ とに よ って 、 利 益 を あ げ るだ

け で な く、 そ こに 喜 び も見 出 して い た ので あ る。36)

ム ー シ ュは 、 カ メ オや サ ン ゴ の ロケ ッ トのあ い だ に み つ け た タ ツ ノ オ トシ ゴが ひ ど く気 に

い った よ うだ った が 、 わ た しは 、 そ ん な も の な ら ど こに で も あ る と教 え た 。 「これ は ラ ン

ボ ー の黒 い 海 馬(イ ポ カ ー ン プ)よ 」 と、 わ た しに 答 え なが ら、 そ のほ こ りに まみ れ た 、

文 学 的 な しろ も の の代 金 を 払 って い た 。37)

ム ー シ ュは 夢 中 に な って 、 シ ュル レア リス ムや 占星 術 や 夢 判 断 の領 域 に 、 そ して これ らに

まつ わ るあ らゆ る こ とに のめ りこん で い った 。38)

　こ の よ うな ム ー シ ュの描 き方 の意 味 す る と こ ろは 、 前 の項 で 見 た カル ペ ン テ ィエ ル の シ ュル

レア リス ム観 に 照 ら し合 わ せ て 考 え れ ば 明 らか で あ る。 ム ー シ ュは 、 カル ペ ン テ ィエ ル の批 判

した 、 形 式 化 し惰 性 態 に 陥 った シ ュル レア リス ムを 明瞭 に 形 象 化 して い る。
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　ムーシュがシュル レアリスムのカリカチ ュアとして形象化されているのに対して、『失われ

た足跡』には 「驚異的現実」の形象として ロサ リオとい うもう一人の女性が登場する。この作

品の持つ、自然=女 性とい う性差別的図式は、現代のフェミニズム批評の観点からすれば格好

の批判の対象となるはずであるが、また、この作品の書かれた1953年 とい う年代をもってこの

作品のセクシズム的な要素の免罪符とするつもりもないのではあるが、ただ、本論文の主題と

直接には関わ らないので、『失われた足跡』に見られるセクシズムについては目をつぶって論

を進めると、 ロサ リオとムーシュの対比はたとえば次のような箇所に如実に現れている。

深 くて力強い、そ して過酷な自然は、わずか数 日で彼女(ム ーシュ　 引用者)の 武装を

解除 し、疲弊させ、みに くくし、意気消沈させ、そ していまや、とどめを刺 したのだ。わ

た しはその敗北がいかにも早 く訪れたことに驚いたが、それはまるで、本物のつ くりもの

に対する典型的な復讐のように思われた。ムーシュはこの環境にあってはおろか しい人物、

大通 りが密林にとって代わっているような未来からひきだされた人物であった。彼女は別

の時代に、別の時間に属 していたのだ。39)

　 こ こに 表 現 され て い る、力 強 い 自然 と して の 本物 、す な わ ち ラテ ン ア メ リカの 「驚 異 的 現 実 」

と して の ロサ リオに 対 す る、 脆 弱 なつ く りも の、 偽 物 と して の ム ー シ ュは 、 ま さに カル ペ ン テ

ィエ ル の言 う、 小 手 先 の作 為 的 ・虚 偽 的 な技 巧 に 過 ぎ ない シ ュル レア リス ムを 形 象 化 した 存 在

で あ る。 一 方 、 ロサ リオ は 、 「手 を加 え られ て い な い 生 の 状 態(estado　 bruto)」 、 「自然 な状 態

(estado　 natural)」 に お け る 「稀 な、 珍 しい 、 突 飛 な、 途 方 も な い も の/こ と(lo　 inso1ito)」

を 形 象 化 した 存 在 と して 、 す なわ ち 「驚 異 的 現 実 」 の形 象 、 こ う言 って よけ れ ば 、 生 の シ ュル

レア リス ム の形 象 と して 描 き 出 され て い る。

　 小 説 の 中 で 「あ ち ら(alla)」 と呼 ば れ て い る世 界 、 す な わ ち近 代 の欧 米 文 化 の形 象 で あ る

ム ー シ ュ と、 「こち ら(aquf)」 と呼 ばれ て い る世 界 、す なわ ち 「驚 異 的 現 実 」 の形 象 で あ る ロ

サ リオ と の対 照 、 これ ほ ど分 か りや す く、 言 葉 を 換 え れ ば 、 単 純 な図 式 は ない よ うに 見 え る。

しか し、 こ こで 注 意 して お か なけ れ ば な ら ない のは 、 ロサ リオが 混 血 だ とい う設 定 で あ る。 ロ

サ リオは 次 の よ うに 描 写 され て い る。

その女にい くつかの人種の血が混 じっているのはあきらかだった。髪の毛とほほ骨はイン

ディオか ら、ひたい と鼻は地中海系人種から、(中 略)そ の独特な腰の張 りぐあいは黒人

からうけついだものにちがいなかった。そ してた しかなことは、その生ける人種の混成も

また、彼女自身の人種を形成 していたとい うことである。40)
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そ して、 そ の後 、 ロサ リオ に見 出 せ る こ の よ うな人 種 の 混 合 に つ い て、 「こ こ(ア メ リカ大 陸

　 引 用 者)で 現 実 に 起 こ った こ とは 、何 世 紀 も の あ い だ知 らず に い た 人 種 間 で の 、 大 規 模 な

混 合 で あ った 」41)と叙 述 され て い る。 「驚 異 的 現 実 」 の形 象 と して作 中 に 描 き出 され て い る ロ

サ リオは 、 こ の よ うに 、 異 種 混 靖 的 な存 在 と して 表 象 され て い る。 こ の こ とは 、 カル ペ ン テ ィ

エ ル の 「驚 異 的 現 実 」 とい う概 念 が 、 人 種 的 ・民 族 的 固 有 性 を 主 張 す る ネイ テ ィヴ ィズ ムや ネ

グ リチ ュー ドに 見 られ る本 質 主 義 的 な性 質 の も ので は な く、 異 種 混 靖 性 、 ハイ ブ リ ッ ド性 を 本

質 的 規 定 性 とす る概 念 で あ る こ とを 示 して い る。 カル ペ ン テ ィエ ル は ア メ リカ大 陸 の歴 史 が 現

実 の驚 異 的 な もの の 記 録 だ と言 うの で あ る が42)、 「驚 異 的 現 実 」 とい う概 念 が ハ イ ブ リ ッ ドな

も ので あ る以 上 、 カル ペ ン テ ィエ ル の こ の言 葉 も、 サ イ ー ドの言 う 「重 な りあ う領 土 、 絡 ま り

あ う歴 史 」43)とい う視 点 か ら発 せ られ た 言 葉 と とる べ きで あ ろ う。 事 実 、 カ ル ペ ンテ ィエ ル は

「バ ロ ッ ク的 な も の と驚 異 的 現 実 」 の中 で 、 ラ テ ン ア メ リカ のバ ロ ッ ク性 を 指 摘 して 、

なぜ ラテ ン ア メ リカ はバ ロ ッ クに選 ば れ た 土 地 な の だ ろ うか?な ぜ な ら、 あ らゆ る共 生

(simbiosis)、 あ らゆ る混 血(mestizaje)は 、 バ ロ ック的 傾 向(barroquismo)を 生 み 出

す か らで あ る。 ラ テ ンア メ リカ のバ ロ ッ ク的傾 向 は 、 ク レオ ー ル 性(criolledad)に よ っ

て 、 ク レオ ール 的 感 覚 に よ って 、 ヨ ー ロ ッパ か らや って きた 白人 の子 供 で あ ろ うと、 ア フ

リカ の黒 人 の子 供 で あ ろ うと、 大 陸 で 生 まれ た イ ン デ ィオ の子 供 で あ ろ うと、 誰 で あ れ ラ

テ ン ア メ リカ の人 間 が 抱 い て い る意 識 に よ って 、 別 の も ので あ る とい う意 識 に よ って 、 新

しい も の で あ る とい う意 識 に よ っ て 、 共 生 して い る とい う意 識 に よ って 、 ク レオ ー ル

(criollo)で あ る とい う意識 に よ って 、増 大 す るの で あ る。44)

と述 べ た後 、 ラテ ン ア メ リカ の人 間 を 構 成 して い る様 々な 人 種 や 民 族 を列 挙 し、 最 後 に 、 「そ

れ ぞ れ に 固 有 のバ ロ ッ ク性 を もた ら して い る現 に 存 在 して い る こ の よ うな要 素 に よ って 、 私 が

く驚 異 的 現 実 〉 と呼 ん で きた も の と私 た ち は 直接 に 繋 が っ て い る の で あ る」45)と結 ん で い る。

こ こ で カル ペ ンテ ィエ ル は、"criolledad"あ るい は"criollo"と い う概 念 を 混血 性 ・異 種 混 靖

性 を 内包 に 持 つ概 念 と して用 い て い る46)。 この よ うに カル ペ ン テ ィエ ル の 「驚 異 的 現 実 」 とい

う概 念 は 、 明 らか に ハイ ブ リ ッ ドな性 格 を 備 え て い る ので あ る。

　 ロサ リオに 形 象 化 され て い る 「驚 異 的 現 実 」 の混 血 性 ・ク レオ ール 性 も、 異 種 混 靖 的 性 格 を

持 つ 民 族 誌 的 シ ュル レア リス ム と の親 近 性 も、 共 に 、 カル ペ ン テ ィエ ル の文 化 相 対 主 義 的 な認

識 論 的 地 平 を 表 して い る。 そ して 、 そ の よ うな認 識 論 的 地 平 は 、 前 項 の最 後 に 指 摘 して お い た 、

「二 重 の配 慮 」 を 可 能 とす る 「第 三 者 の審 級 」、 す なわ ち、 「あ ち ら」 と 「こ ち ら」 を 鳥 鰍 す る

メ タ レベ ル に 立 って は じめ て 可 能 と な る も ので あ る。
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